
研究の背景・必要性
• 平成27年9⽉の関東・東北豪⾬では、茨城県常総市において甚⼤な洪⽔災害が発⽣した。
• 将来、⾸都圏⼤規模⽔害が想定されており、さらなる被害の拡⼤が予想されている。
• 関東・東北豪⾬では、浸⽔範囲と⾯積の計測に概ね10時間、湛⽔量の推定にはさらに５時間を

要した。また、昼間の航空写真等しか得られず、夜間は計測できない状況だった。

住⺠の避難誘導や救出活動、ポンプ⾞の配置等の排⽔計画の⽴案には、浸⽔状況の迅速な把握と
昼夜問わないデータ取得が重要。

浸⽔状況把握のリアルタイム化に関する研究

本研究

迅速な浸⽔状況の把握のための実⽤システムの開発

標⾼データ湛⽔量※昼夜問わないデータ取得に向けた⾜がかり

夜間データによる浸⽔範
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研究効果

正射画像

発災時の災害
対策に活⽤

• 実⽤システムの検証
• 夜間データによる浸⽔範囲抽出ア

ルゴリズムの改良及び実⽤化のた
めの要件とりまとめ

H29 H30 H31年度計画

• 撮影後1時間以内（従来の10分の1）に浸⽔到達位置を
計測できるシステムを開発

• 撮影後4時間以内（従来の約4分の1）に浸⽔範囲・湛
⽔量を計測・推定できる実⽤システムを開発

• 夜間にも利⽤可能なセンサーで浸⽔範囲、浸⽔⾯積お
よび湛⽔量の計測を試み、実⽤化のための要件を取り
まとめる

実際の災害
対応に活⽤

夜間時のシ
ステム開発

浸⽔状況に応じた応急対応
策の選択に活⽤
・排⽔計画の⽴案
・被災規模の概算
（被災住⺠の安全・安⼼）

アウトプット アウトカム

様々なセンサーによる
データ取得⽅法の調査

夜間に適した
システム要件の
策定

迅速に伝達

• 迅速に浸⽔状況を把握する実⽤シ
ステム開発

• 様々なセンサーによるデータ取得
⽅法の調査

• 実⽤システムのア
ルゴリズム改良

• 夜間データ取得実
験

※洪⽔により溜まった⽔の体積

浸⽔到達範囲

夜間データ
取得実験

リアルタイ
ムに浸⽔範
囲の境界を
検出・描画

精度の⾼い湛⽔量の把握
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